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論文内容の要旨

多心皮類は，最も原始的な被子植物の一群とされているが， この類iと属するセンリョウ科のなかで

センリョウ属は唯一の無道管属として知られて来た。本研究はセンリョウ科の系統分類と被子植物に

おける道管進化を考察するうえに必要な解剖学的知見を得るため センリョウ科を含む多心皮類の木

部組織の比較解剖を行い さらにセンリョウ属の木部の形態を調べた結果をまとめたものである。

まず多心皮類の比較材解剖を行い，木本性多心皮類の材lとは原始的特徴が多く見られるが，特殊化した

特徴もまた見られること，木本性多心皮類をモクレン科群・シキミ科群・ヤマグルマ科群・クスノキ科群

の 4 グループに分けたとき，通導要素の形態や放射組織の型はクゃルーフ。を特徴づ、ける指標とはならないが，

木部柔組織は各ク守ループに独特の配列のある乙とを示した。一方 草本性多心皮類の木部は全体として

均一で特殊化した構造をもち，木本性の群のそれとは大きな相異があり，センリョウ科は木部柔組織

の特徴から木本性多心皮類のなかのクスノキ科群，とりわけモニミア科およびその近縁の科と類似点

の多い乙とを見出した。

次iと，多心皮類の通導要素の長さや直径を計測したと乙ろ，木本性多心皮類では道管要素も繊維もとも

に長く，両者の太さにも大差がないなど 原始的状態にある乙とをあきらかにした。特にセンリョウ

科の通導要素は，仮道管から道管要素と繊維への移行段階にあるといえる。一方 草本性多心皮類の

通導要素は短いがそれほど特殊化していない乙とを見出した。

最後に，センリョウの茎について木部組織の解剖と通導要素の形態学的・発生学的観察を行ったと乙ろ，

後生木部要素の個体発生において，少なくともいくつかの要素で、は細胞質が分解・消失したのち，末端壁

にある階段状壁孔の壁孔膜料再失し，その結果階段状の道管穿干しとなる乙と，さらに階段状穿孔をもっ通
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導要素は茎の広い維管束の後生木部と初期二次木部に存在しているととを見出した。センリョウ属のよう

な最も原始的な通導要素をもつものでは，無道管の状態も有道管の状態もともに容易に生じ得ることが示

唆された。

以上の研究により，センリョウ科の系統分類上の位置について一つの解剖学的根拠が得られ，またセン

リョウ科の木部濡造は原始的である乙と，センリョウ属は無道管ではなく，階段状穿孔をもっ道管要素が

茎の後生木部と初期二次木部にあることなど，被子植物の道管進化を解明する手がかりとなる多くの知見

を得た。

論文の審査結果の要旨

水分の通導にあずかる維管束の木部は，道管・仮道管・木部繊維および木部柔組織からなる複合組織で，

道管・木部繊維は被子植物の，また仮道管は道管を欠くシ夕、植物と裸子植物の木部の主要素である。多心

皮類のシキミモドキ科やヤマグノレマ科などに属する植物は被子植物で、ありながら仮道管をもつが道管を欠

き，それをそれぞれ科の特徴のーっとしている。センリョウ科ではセンリョウ属だけが道管を欠き，他の

属はいずれも道管をもっ。センリョウ科は従来，外形の類似からコショウ自に分類されて来たが，品丘，

節の構造などの類似からクスノキ自に属させるべきであるとの見解もある。

そこで高橋晃君はセンリョウ科の系統分類上の位置を確定し，被子植物における通導要素の進化を考察

する際に必要な知見を得るため，最も原始的な被子植物とされる多心皮類について，木本性の 1 9 科 3 2 

属 4 0 種，草木性 4 科 9 属 1 2 種およびセンリョウ科 4 属 5 種の木部に関する解剖学的観察を行った。そ

の結果を総括し，木剖渓組織のタイプによって木本』性多心皮類を分類すると，センリョウ科はコショウ目

ではなく，クスノキ自に属させるべきであるとの見解を支持する結果を得た。

同君はその卓抜した顕微鏡技術を駆使して詳細な検索を行い，センリョウの後生木部および、初期につく

られた二次木部にも原始的ながら道管が存在することを発見した。センリョウ科を含む多心皮類およびそ

れ以外の被子植物ならびに裸子植物について，同君は道管・仮道管・木部繊維の直径と長さを計測・比較

し，センリョウ科の通導要素は，仮道管から道管への移行段階にあると結論した。さらに同君はセン

リョウの木部の形態と通導要素の発生を観察し 被子植物は進化史上、始め無道管であったが，後に

道管をもつものが現われたとする道管の起源に関する仮説を支持する知見を得た。また，センリョウ

の茎における道管の位置については 乙れまでに多数の種で知られた道管は木部の遅くにつくられた

部分より現れ，次第に早くにつくられた方に及んでいくという一般則に反する知見を得たが，この系

統学的意味については今後の興味ある課題であろう。

高橋君の詳細な研究は多心皮類とくにセンリョウ科の系統分類に関する多くの新知見をもたらし，また

道管進化に関する今後の課題を見出したすぐれた業績であり，同君の提出した 5 章からなる論文は理

学博士として十分価値あるものと認めるo
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